
ン
」。
主
人
公
の
花
子
の
妹
は
女
工
で

し
た
が
製
糸
工
場
を
、
過
酷
な
労
働
ゆ

え
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
明
治
・
大
正
時

代
の
「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」
の
「
光

と
陰
」
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
朝
ド

ラ
だ
け
は
平
和
主
義
」
と
い
う
「
傑
作
」

が
あ
り
ま
す
。
前
回
の
「
ご
ち
そ
う
さ

ん
」
は
、
次
男
の
戦
死
、
大
阪
大
空

襲
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
お
ひ
さ
ま
」

「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女

房
」・
・
・
・
。
戦
前
、
戦
中
の
社
会

の
実
相
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
こ
と
を
誓
い
、
軍

国
主
義
国
家
か
ら
民
主
主
義
国
家
へ
。

戦
後
日
本
の
歩
み
の
原
点
が
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
本
国
憲

法
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、「
集
団
的
自
衛
権
」を
巡
っ
て「
議

論
」
が
あ
り
ま
す
が
、
時
の
政
権
の
都

合
に
よ
っ
て
憲
法
解
釈
を
変
更
す
る
こ

と
は
、
近
代
法
治
国
家
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
。
憲
法
公
布
式
典
で
の

天
皇
の
勅
語
に
「
日
本
国
民
は
、
み
づ

か
ら
進
ん
で
戦
争
を
放
棄
し
、
全
世
界

に
正
義
と
秩
序
と
を
基
調
と
す
る
永
遠

の
平
和
が
実
現
す
る
こ
と
を
念
願
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
平
和
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

鈴
鹿
の
名
峰
綿
向

山
が
緑
に
輝
い
て
い

ま
す
。
鈴
鹿
山
脈
を

囲
む
甲
賀
市
や
鈴
鹿

市
な
ど
八
つ
の
市
町

で「
鈴
鹿
山
麓
無
限
∞

会
議
」
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
第
２
回
の

会
議
が
先
月
、
東

近
江
市
の
太
郎
坊
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
ま
ち
も
お
茶
の
産
地
で
あ
り
、

持
ち
寄
っ
た
新
茶
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
会
議
後
、
長
い
石
段
を
登

り
巨
岩
の
裂
け
目
を
く
ぐ
り
抜
け
展
望

台
に
。
目
の
前
に
鈴
鹿
の
山
々
、
水
田
、

町
並
み
が
広
が
り
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
太
郎
坊
で
よ
く
陸
上
部

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
石
段

を
駆
け
上
が
っ
た
り
、
延
命
公
園
か
ら

瓦
屋
寺
を
め
ぐ
る
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を

走
っ
た
り
。
瓦
屋
寺
か
ら
山
道
を
抜
け

る
と
太
郎
坊
の
岩
山
の
頂
上
に
出
ま

す
。
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
り
「
青
春
」

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
首
相
は
田
中

角
栄
氏
、「
日
本
列
島
改
造
論
」
の
も

と
「
国
土
開
発
」
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
「
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
」
や
「
水

俣
病
」
な
ど
公
害
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
経
済
成
長
の
「
光
と
陰
」

で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
「
花
子
と
ア

日野町長　藤澤 直広

　4月26日、大窪にお住まいの市
い ち

田
だ りょう

五
ご

郎
ろ う

さんが100歳の
お誕生日を迎えられました。お祝いに伺ったところ、元気
な笑顔で出迎えてくださいました。
　元気の秘訣は、好き嫌いなく何でもよく食べることで、
病気もまったくかかっていないと家族の方から伺いました。
　市田さんは、12歳ごろから丁

で っ

稚
ち

奉
ぼ う

公
こ う

に出られました。航
空隊の軍属として戦争を体験された後、商売を始め、地元
の野菜などを関東や北陸などへ売りに行かれたそうで、そ
の時の苦労や楽しかったことを話してくださいました。ご
自宅で経営されている商店で90歳を過ぎてもレジを打って
おられたそうです。
　今も、近江日野
商人の魂を持ち続
け ら れ て い る 市
田さん。100歳お
めでとうございま
す。お体を大切に、
いつまでもお元気
でいてください。

100歳おめでとうございます
退任のご挨拶
前教育長　　奥　村　　薫

　平成22年4月に教育長に就任以来
4年にわたり格別のご厚情とご支援を
賜ってまいりましたが、4月1日付け
をもちまして任期満了に伴い退任さ
せていただきました。
　在任中は、教育環境の整備、とり
わけ中学校給食の実施、桜谷小学校
の改修、空調機設置などのほか、少
年少女カルチャー教室の開催や通学
合宿の実施など、町民の皆様の格別
のご支援のもとで取り組ませていた
だきましたことに深く感謝申し上げ
るところです。
　今後とも、日野町の教育振興に一
層のご支援を賜りますようお願い申
し上げ、退任のご挨拶とさせていた
だきます。
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